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黒
田
官
兵
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と
太
宰
府
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明
年

、
平
成

二
十
六
年

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
が

「
軍
師
官
兵
衛
」
に
決
定

い

た
し
ま

し
た

こ
と
、
御

同

慶

の
至
り
で
す
。

さ

て
、
黒

田
家

と
太
宰

府
人
満
宮
は
、
歴
代
藩
ｔ
の
人
神
信
仰
を
も

つ
て
深
い

絆
に
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
、̈車

田̈
家

の
江
戸
屋
敷
に

は
、
銅
製
の
雛
形
の
大
宰
府
天
満
宮

（現
存
）
が
あ

っ

て
、
藩
主
は
江
戸
参
勤
の
折
は
、
こ
の
宮
に
拝
礼
し
て

い
た
の
で
す
ｃ

黒
田
官
兵
衛
（如
水
）と
長
政
親
子
の
よ
う
に
、
性
格

や
才
能
が
異
な

っ
て
い
る
の
も
珍
し
い
と
思
い
ま
す
．

関
ヶ
原
の
合
戦
の
時
、
父
如
水
は
天
下
を
取
る
と
い
う

野
望
の
も
と
、
俄
仕
立
て
の
軍
勢
を
編
成
し
、
九
州
で

兵
を
挙
げ
ま
し
た
ｃ
一
方
、
息
子
の
長
政
は
、
徳
川
方
に

あ

っ
て
大
大
名
の
地
位
を
獲
得
す
べ
く
東
奔
西
走
し

ま
し
た
．，如
水
は
、
「
こ
の
戦
は
長
期
戦
」
と
よ
み
ま
し

た
が
、皮
肉
な
こ
と
に
、息
子
長
政
の
機
敏
な
働
き
で
、

わ
ず
か
十
日
で
家
康
の
勝
利
で
決
し
た
の
で
す
ｃ
〈
口
戦

の
後
、
長
政
は
筑
前
五
十
二
万
石
を
与
え
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
に
至

つ
て
長
政
の
計
画
は
成
功
し
た
と
い
え
ま

す
が
、
天
下
取
り
を
目
指
し
た
父
如
水
の
思
惑
は
、
息

子
の
活
躍
で
水
の
泡
に
帰
し
た
の
で
す
。

豊
前
中
津
十
二
万
石
か
ら
筑
前
博
多

へ
転
封
を
命

じ
ら
れ
た
時
、
如
水
の
気
は
重
く
な

っ
て
い
ま
し
た
ｃ

そ
の
時
、
公
卿
の
近
衛
信
ヂ
か
ら
筑
前

へ
の
栄
転
の
祝

い
状
が
届
き
ま
し
た
「■
筑
前
国
は
宰
府
に
菅
聖
廟
が

あ
り
、
そ
の
領
国
に
住
い
す
る
あ
な
た
は
幸
せ
者
で
す

よ
」
と
い
う
文
而
が
あ
り
ま
し
た
の
そ
こ
で
、
福
岡
城
築

造
中
は
、
天
満
宮
楼
門
横
に
■
庵
と
井
戸
を
作
り
、
連

歌
と
茶
を
楽
し
ん
で
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
ｃ



|

黒田家の福岡県との拘わり合いは「黒田如水・長政父子の筑

前国入国は、関が原合戦の大功により…・」と思われがちです。

しかし、それ以前に「天下統一を目指す豊臣秀吉軍団の中

で、一番先に九州豊前国・筑前国 (いずれも福岡県)の地に足を

踏み入れ、活躍したのは黒田官兵衛だった |!Jの、です。

豊臣秀吉の中国・四国平定戦は、軍監黒田官兵衛の活躍で連

戦連勝。続いて九州平定戦に。

その前哨戦として、天正14年 (1586)7月 黒田軍 4千は京を

進発、9月 に長門赤間関に至り、毛利輝元に九州への出陣を督

促する。

10月 3日 後続の毛利軍と共に海を渡り、翌日小倉城を落と

し、豊前松山城 (苅田町)と 馬ヶ岳城 (行橋市・京都郡みやこ町)を

攻略。

11月 7日 には豊前宇留津城 (築上町)を 囲み、官兵衛は包囲

勢の士気を高めるため黒田軍を真っ先に突進させて指物を城

内に投げ込ませ、母里太兵衛が一番乗 りを果たす。

城は僅か一日で落城した。これにより近隣の諸豪族も完全に

帰服し、黒田軍団の総員はさらに膨れ上がった。

11月 15日 、障子ヶ岳城 (みやこ町)を攻略、翌日より高橋元種

(秋月種実の次男)が防備を固め、全員集結して籠城している

香春岳城 (香春町)を 囲んだ。11月 20日 最初の総攻撃を開始。黒

田・吉川・小早川軍は、守備兵を追撃し、ニノ岳と三ノ岳の吹きさ

らしの鞍部に、官兵衛が発案した「人枡 (ひ とます)」 という長方

形の土塁の砦 (前進基地)を構築し、厳寒の戦線を有利に展開。

12月 11日最後の総攻撃を敢行。守備兵を追い詰め、元種もついに

降伏した。

続いて12月 中旬、黒田・毛利軍は筑前に入り、早くから秀吉方

だった立花宗茂と合流し、長垂山を越え西に進み、原田信種の高

祖山城 (糸島市)を囲み、大手に攻め入ろうとした。このとき官兵

衛の臣久野四兵衛が月毛の馬に跨がり大手門まで一番駆をした。

後に原田降伏を喜んだ秀吉は12月 20日 の書状で、久野四兵衛

に一番乗りの朱印を与えている。

この後、黒田官兵衛と久野四兵衛は、焼け野が原となり荒廃し

た博多の町を整備し、戦火を逃れて離散していた博多商人・町民

を呼び戻し、秀吉の命による博多再興に取りかかる。

同時に、天正15年 (1587)九州平定本戦をひかえ、秀吉が着座す

る馬ヶ岳城の大改築工事にとりかかる。このように黒田官兵衛

は、天下統一を目指す豊臣秀吉を支え続けた。

||1凸 ||||||

香春岳城

セメン 原ヽ
採掘で削り
れた
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‐高祖山城 |

黒田官兵衛が攻略した筑前・豊前の城 7城 天正 14年 (1586)
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福
岡
市
が
作
成
し
た

「鴻
臆
館

・
福

岡
城
バ
ー
チ
ャ
ル
時
空
散
歩
」
と
題
し

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
手
に
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
福
岡
城

・
鴻
臆

館
の
解
説
と
散
策
を
し
ま
す
。

江
戸
時
代
の
福
岡
城
内
を
映
像
に
て
再

現
。
省
え
立
つ
天
守
閣
。
天
守
台
に
登
る

と
、
当
時
の
福
岡
市
内
が

一
望
に
…
。

鴻
臆
館
跡
で
は
、
か
つ
て
の
姿
が
再

現
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、　
一
度
福
岡
城
内
に
足
を
運
ん

で
見
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、

「
福
岡
城
む
か
し
探
訪
館
」

容
０
９
２

（７
３
２
）
４
８
０
１

に
お
尋
ね
下
さ
い
。
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「軍
師
官
兵
衛
」
の
大
テ
ー
マ
の
も
と
、
官
兵
衛

像
を
理
解
す
る
た
め
に
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
が

加
え
ら
れ
る
の
で
す
が
、
私
に
与
え
ら
れ
た
テ
ー

マ
は

「黒
田
家
の
遺
産
」
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
は
決
し
て
官
兵
衛
の
事
績

。
人
と
な
り

に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
黒
田
家
の
活
動
の
中

か
ら
現
代
の
福
岡
に
つ
な
が
る
事
柄
を
考
え
る
こ

と
だ
と
理
解
し
、
特
徴
的
な
こ
と
を

い
く
つ
か
考

え
て
み
る
こ
と
と
し
ま
す
。

一
般
的
に
遺
産
と
云
え
ば
有
形
と
無
形
に
区
分

で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
無
形
の
遺
産
と
し
て
取

り
上
げ
た
い
の
は
文
化
面
で
す
。
と
り
わ
け
学
術

文
化
面
で
の
学
校
教
育

・
子
弟
教
育
を
挙
げ
て
み

ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
江
戸
時
代
中
ご
ろ
（天
明
四
年

・

一
七
人
四
）
に
設
置
さ
れ
た
藩
校
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
藩
士
の
子
弟
の
た
め
と
は
言

い
な
が
ら
、

儒
教
を
中
心
と
し
た
東
学
問
所

「修
猷
館
」
、
と
陽

明
学
の
西
学
問
所
「甘
棠
館
」
の
二
校
が
用
意
さ
れ
、

前
者
は
上
級
家
臣
向
け
で
館
長
は
貝
原
益
軒
に
つ

な
が
る
竹
田
氏
が
、
後
者
は
中
級
家
臣
以
下
向
け

で
館
長
に
は
亀
井
南
冥
が
起
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

幕
府
の
正
統
な
学
問
系
統
は
儒
教
で
あ
る
た
め
、

異
な
る
方
向
を
も
志
向
し
た
藩
の
意
図
が
ど
こ
に

あ

っ
た
か
は
判
然
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
学
問
を
幅

広
く
教
授
さ
せ
よ
う
と
し
た
姿
勢
は
評
価
す
る
必

要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
明
治
時
代
に
な

っ
て
、
黒

田
家
が
東
京
に
移
住
し
、
藩
校
が
廃
止
さ
れ
、
世

情
が
騒
が
し
く
な
り
、
士
族
の
反
乱
に
な

っ
た
と

福
岡
市
博
物
館
顧
閥

　

は

坂

　

大

饉

き
、
黒
田
家
は
国
許
福
岡
の
旧
士
族
の
動
静
を
非
常

に
憂
慮
し
、
原
因
は
学
問
が
廃
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
と
し
て
、
中
学
修
猷
館
の
建
設
運
動
に
邁
進
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
後
に
県
立
学
校

へ
の
資
金
援
助

が
不
要
に
な

っ
て
か
ら
は
、
子
弟
教
育
の
た
め
に
私

的
な
奨
学
金
制
度
を
開
設
す
る
こ
と
と
し
、
母
体
で

あ
る

「黒
田
奨
学
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
給
付
金

返
済
不
要
の
こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
将
来
の
人
材
育

成
の
た
め
今
日
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
有
形
の
も
の
と
し
て
は
先
ず
は

「福
岡
城
と

城
下
町
の
築
造
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
ょ
う
。
こ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
は
、
別
の
時
間
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
こ
で
は
、
官
兵
衛
と
息
子
長
政
の
時
代
に

都
市
福
岡
の
原
型
が
造
ら
れ
、
更
に

「福
岡
」
の
地

名
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
ま
す
。

い
ま
ひ
と

つ
は

「黒
田
家
什
宝
」
の
保
存
管
理
の

権
限
が
福
岡
市
に
譲
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
明

治
時
代
に
黒
田
家
は
什
宝
と
共
に
東
京

へ
移
住
し
ま

す
。
東
京
大
空
襲
で
焼
失
を
免
れ
た
什
宝
は
、
土
蔵

一
棟
分
だ
け
で
し
た
が
、
十
四
代
当
主
長
祖
氏
は
、
「黒

円
家
什
宝
は
、
美
術
作
品
と
い
え
ど
も
、
地
元
福
岡

と
の
関
係
で
意
味
の
あ
る
歴
史
資
料
で
あ
る
」
と
の

持
論
か
ら
、
地
元
福
岡
に
全
什
宝
を
移
し
、
管
理

・

公
開
を
行
う
事
を
快
諾
さ
れ
ま
し
た
。
黒
田
家
什
宝

は
、
福
岡
市
の
美
術
館
と
博
物
館
と
で
保
存
さ
れ
、

適
宜
公
開
さ
れ
て
、
江
戸
時
代
の
福
岡
地
方
の
文
化

を
、
現
代
に
伝
え
て
い
る
の
で
す
。

会
員
か
ら
の
よ
も
や
ま
話

園
因
回
福
岡
城
内

福
岡
城
の
ユ
ニ
ー
ク
な
櫓

荻
野
忠
行
氏
の
研
究
か
ら
…
祈
念
格
と
は

川
本

　

一
守

祈
念
櫓
は
福
岡
城
築
城
の
と
き
、
地
鎮
祭
を
真
言
宗

法
印
尊
秀
に
修
せ
し
め
た
こ
と
に
よ
る
。
尊
秀
は
文
司

城
主
奴
留
油
主
水
正
の
子
。
文
禄
年
間

（
一
五
七
三
～

一
五
九
五
）
中
津
に
住
し
、
長
政
に
随

っ
て
い
た
。

福
岡
城
は
鬼
門
に
当
た
る
場
所
に
祈
念
櫓
を
建
て
、

臨
済
宗
の
寺
と
し
て
厄
除
け
に
し
た
。

尊
秀
は
儒
学
に
秀
れ
て
、
二
代
藩
主
忠
之
の
幼
年
時

代
の
師
で
あ

っ
た
。
寛
永
二
年
八
月
二
十
四
日
寂
。
忠

之
は
、
栗
山
大
膳
事
件

の
恩
義
に
報

い
、
ま
た
尊
秀
の

た
め
に
真
言
宗
東
長
寺
の
再
建
を
果
た
し
、
自
ら
の
書

提
寺
と
し
た
。
息

の
島

（博
多
区
行
ノ
町
）
に
あ

っ
た

東
長
寺
は
、
島
津

の
兵
火

（
一
五
八
六
）
で
わ
ず
か
な

寺
宝
と
共
に
糸
島
郡
に
避
難
し
て
い
た
。

尊
秀
を
甚
く
尊
敬
し
て
い
た
忠
之
は
、
そ
れ
を
探
し

出
し
て
御
供
所
町
の
現
在
地
に
東
長
寺
を
再
建
し
た
。

寺
に
は
忠
之
関
連
の
遺
品
が
多
数
あ
る
。

藩
主
や
親
族
の
菩
提
寺
以
外
に
城
内
に
寺
が
あ
る
の

は
全
国
で
も
珍
し
い
。

神
仏
混
交

の
時
代
、
年
末
に
は
領
内

の
神
官
が
集
ま

り
、
瓦
灯
窓
を
開
け
て
三
日
三
晩
、
天
神
地
祇
に
天
下

泰
平

・
武
運
長
久

・
四
民
安
泰
を
祈

っ
た
ｃ
捧
げ
た
お

札
は
、
方
寸
大
か
ら
二
尺
余

の
も
の
ま
で
、
千
数
百
枚

に
及
ん
だ
と
い
う
。
領
内
の
す
べ
て
の
社
寺
が
収
め
た
。

と
き
に
は
、
英
彦
山
の
山
伏
が
、
峰
入
り
の
終
点
と

し
て
利
用
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
。

祈
念
櫓
の
北
側
の
三
階
の
窓
は
瓦
灯
窓

（が
と
う
ま

ど
）
で
、
将
棋
の
駒
の
形
の
も
の
が

一
間
の
幅
で
左
右

二
個
並
ん
で
い
た
。　
一
階
に
は
三
階
の
こ
の
瓦
灯
窓
を

挟
む
よ
う
に
問
合
い
を
と

っ
て
、
左
右
に
窓
が
あ
る
。

今
は
影
も
形
も
な

い
瓦
灯
窓
を
、
火
灯
ま
た
は
花
頭

と

い
う
字
を
当
て
て

「
か
と
う
ま
ど
」
と
清
音
で
呼
ん

ク
リ
ー
ン
ア
ツ
プ
作
戦

前
回

■
ハ
月
九
日
）
は
小
雨

の
中
、
多
く

の
方

に
集
ま

っ
て
頂

い
た
の
で
す
が
、
雨
の
た
め
中
止

い
た
し
ま
し
た
。
ご
参
加

の
方

々
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

お
越
し
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
希
望
者
に
は
、

む
か
し
探
訪
館
と
鴻
臆
館

の
室
内
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使

っ
た

「
バ
ー
チ
ャ
ル
時
空
散
歩
」
を
味
わ

つ

て
頂
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
方
ば
か
り
で
、
分
か
り
や
す
く
よ
く

出
来
て
い
る
と
好
評
で
し
た
。
次
国
も
宣
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

日
時
　
　
九
月
八
日

（
日
曜
日
）

九
時
～
十
時
　
（雨
天
時
申
止
）

集
合
場
所
　
む
か
し
探
訪
館
前
　
集
合

多
く
の
方
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

滞
颯
呟
ど
議
終
く

演
繊
６
難
寺

五
月
三
日
・四
日
と
も
お
天
気
に
恵
ま
れ
無

事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

三
日
に
は
、
黒
田
家
ご
当
主
長
高
様
が
、
「黒

田
官
兵
衛
」
に
扮
し
パ
レ
ー
ド
に
参
加
、
翌
四

日
に
は
長
高
様
ご
家
族
が
、
「福
岡
城
演
舞
台
」

に
お
越
し
に
な
ら
れ
〓

束

一
本
」
の
儀
式
や

舞
台
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

両
日
の
出
演
者
や
観
覧
者
、
七
〇
〇
〇
人
も

の
方
々
が
舞
台
を
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。

▲妙心寺 (京都)の花頭窓

ま た な れ 新 で
ま が い ば を い
で
｀
と な 地 る

は い こ ら で が
済 つ ろ な 行

｀

ま ま か い く 歴
さ で ら

°
も 史

れ も こ 昔 の は
ま 誤 う を で 温
い つ な 知 な 故°
た つ ら け 知

撻
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平成25年 6月 14日 開催の第9回総会に於いて下記の事項が承認されました。

総会報告

開催日時

開催場所

審議事項

平成 25年 6月 14日 (金)14時～ 16時
福岡市中央区赤坂 1-165 読売新聞西部本社 lF
よみうリプラザ

第 1号 議案 平成 24年度事業報告に関する件
第2写 議案 平成 24年度活動計算書に関する件
第 3号議案 平成 25年度事業計画に関する件
第 4号議案 平成 25年度活動予算書に関する件
第 5号議案 定款変更の件

本議案は平成 24年 4月 1日 に特定非営利

活動促進法の改正、施行により定款を改

正するものです.改正内容の基本は各項
目の名称変更です。

よって報告は害I愛 します。詳細がご必要

な方は当会へお申し出ください。

5月 28日 の理事会を経て総会が開催され、無事終了したことを会

員の皆様にご報告します。

詳細につきまして質疑事項ございましたら当会へお尋ねください。

【第2号議案、第4号議案の活動計算書】
平成 24年 度実績及び平成 25年 度予算

稚集後記……… …………
黒国家に係わるシリーズをスタートいたしま
したc新 しい発見やご意見を、どしどし頂戴頂き
たいと思っています。どうぞ宜しくお願いいたし

ます。

尚、「軍師官兵衛」のマスコットキャラクターが

発表されましたc
「ふくおか官兵衛くんJです.今後、時々顔を出
します。よろしく |

団曼罰ヨ鴻濾館・福岡城歴史・観光・市民の会
〒8100042 福岡市中央区赤坂 1-12-15 読売福岡ビルフ階
丁EL 092-716-8238 FAX 092-716-8254

【第 1号議案】平成 24年度事業報告に関する件
1 事業の成果
平成 24年 度は、恒例のイベント事業のうち、どんたく城内舞台は例年の如 く実施したが、
観桜の宴及び観月の宴は福岡市が主催する事業に利1み込まれて実施 した。即ち前者は「福

岡城さくら祭 り型の舞台を借 りて、4月 7日 に開lEし たo後者は、世界 17ヶ 国からラガー
マンが福岡市に集い、オールディーズ ラグビー フェステイバルを福岡市が I催 した際に、
その前夜祭で福岡城 llにおいて当 NPOが  「チi供の儀 (観月の宴)Jの 開催にlll力 した。
福岡歴史観光市民大学については第 5回 を好評のうちに実施した。
福岡市が 4月 7日 にオープンした「福岡城むかし探訪館Jの受託業務に、当 NPOが 代
表団体 となり、アクテイオ (株 )と 共同企業体を胤lんで受託 し、精力的に活動 した。 3
月末現在約 30,000名 の来館者があり 定の成果を挙げ、福岡市から評価を得た。
また、「新 しい公共J支援事業の 2年 目事業 も内容を充実 して取 り組んだ結果、市民
フオーラムの FTO催 、福岡城 城下町歩きツアー、まちづ くりなどのプロジェク トをIF進
した.殊に、第 3回「 民フォーラユ、(11月 1日 福岡市講堂にて開催 )は 700余 名の申し
込みがあ り、入場制限があったが 400余 名の参加を得て盛会裡に終 了した。
2 事業の実施に関する事項
(1, tt定 非常利活動に係る事業

【第3号議案】平成25年度事業計画
1 事業実lJtの方夕|
恒

"」

の イベ ント事業のうち、どんた く漬警台は平成 24年 度から規模を縮小 して‐
~施
した.本年 も昨年の

規模程度で実施したい.特段の1又入措置が必要である。観桜の宴は福岡市の主催するさくら祭 りの舞台を借
りて開催することにし、ll究 啓発事業は逐年受講者が、増加しつつある福岡歴史観光市民入学を充実 し、
歴史探 lJバ スツアーでは、来る 21,14年 NIIK大河 ドラマで放映される 1年 師官兵衛Jの主人公の生 .ll地 で
ある備前長船を訪ねることも、計画している。
平成23年 5月 11日 「「新しい公共Jの場づくりのためのモデル事業』の実行委員会が発足し、2年間に
亘 り l回 ′月の委員会が開催された.福 岡 ドのラントマークとして鴻臆館 福岡域をl■ かすべ きだという意
識の高まりがあった。

時期を同じくして 福岡市が文化 と観光を一体化 した組織LI上 を行なうとともに「福岡城整備基本言口i検
討委員会 を立ち上げた.
当 NPOと しては、「新しい公共実行委員会Jで市民へ鴻櫨館 福 rl城 を啓豪するためのお域巡 りの活動に
積極的に協力 してきた.

2 事業の実施に関する事jU

その他の事業

il)特 定 J卜営不1活動に係る事項

竹 瀧 勝

尾  瀬

律 道

子 子 亮

中 月

本寸 り||

筑 高 古 岡 大 田

紫 田 賀  塚 代

案 森 中

西

宏 徹

村 永 本 尾

不日 い 不J
つ

子 子 明

正

会

員

（個
人
）

佳
代
子

敬
　
子

範
　
彦

政
　
秀司

ひ
ろ
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新
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現
△
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一
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24年 度実績について
(,会 費の 3年 F・lの 推移は次のとお り.
22年 度 2416
23年 度 2111
24年 度 2099
(2)観 桜の宴は 平成 23年 度は該当なし,
24年 度は 1月 7日 に開催 .
観月の宴については、前掲の事業報告書に

詳III.L述■

13)ど んたく演舞台事業
収入 1768に 対 し支出 2383、 当会負担金は
615で ある .
(4, け民大学は毎回好評を博 し、受講者は逐年
増加の傾向にある.24年 度は、通算第 5回
日 (第 5期 )を F■l催 した。収人 991に 対 し
支出

"7収
益差額は ,5で ある .

15)ブし州建設弘済会の支援事業に応募 し、福岡

城下則マップを完成させた,その代金 50万
円は、 ・l会から3月 29 FIに 回収 した.

管理費について

(1'予 算を超過した費日.
通信費、事務費、租税公課 (法人市県民税

及び消費税 )、 雑費.

(2,費  別には凸凹あるが、予算対比ほぼ 100%
の消費額である。

TH論

左表T欄のJ「 1て益 33は使途が制約された受
収寄付金 22と 古代官道に関する書籍代金 ll

である。これを控除後の当 ll正味財産増力‖

額は、321■ 円である.

12, その他の事業

」
用

美 郎 靖


